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大学教育と図書館の役割
文学部教授伊東正勝
大学は学術の中1Ｕとして、広く知識を授けると
ともに、深く専門の学芸を教授研究し、知的、道
徳的および応用能力を展開させることをＢＢＤとし
ている。そのだめに、一般教育、外国語教育、保
|建体育の教育、さら|こ専門教育を施して、人とし
ての完成を目指し、国家社会の進展に寄与する人
材を育てることを主眼としている。各大学は、大
学設置基準に準拠して授業料目などを設定し、認
可を受けて、教育に当るか、大学の学風、伝統、
教育方針|こ応じて、人間形成が行われ、旧''１生ある、
その大学の卒業生として、社会の評価にこたえて
いる。
大学は人生の閂で最も大切な学修の場であり、
精神白,、肉体白01こも伸び盛りであるので、授業を
受けつつ、自分で研究調査し、工夫をこらし、思
いをめぐらい努力し甲斐のある毎日を送りつつ、
将来の目標に向って、十分な準備を整える0寺期で
もある。必要な図書はできるだけ購入し、個人で
は困難な図書資料は大学図雪館の利用によって補
い、図書館を薑斎と同様に使いこなすことが、学
牛牛汚の要諦であろう。
大学の教育は単位制度となり、各授業科目に単
位数が配当され、大学所定の科目単位の寝||参が終
らなければ、卒業も認定されない。その単位の計
算方法は、１単位を教室の内と外との履||多時冑を
合せて45時間とする定めになっている。例えば、
教室内１０寺間の講義に教室外２時間の準備や復習
研究の｣u}要時間が学修のだめ'こ定められ、講義'５
時間で１単位を与え、演習'こあっては、２時間の
演習に対して、１時間の教室外学||参を、実験、実
習、実技にあっては45時閂を’単位とする。この
教室外字||参は普通Ezl害館で行う。教室外学('参はレ
ポート、卒業論文として提出させる。
このように、授業と図書館とか密接に連関して
いるのが大学の教育の特色である。従って図書館
は、常にこの要請にこたえ、大学教育の目的達成
のだめ|こも、総ての面にわたり、万全の準備と、
即応の態勢を整えていなければならない。教職員
の研究調査についても同様であろう。
昭和31年私立大学図書館改善要項が自主的に同
協会の手によって作成されて、図書館改善の諸点
を列挙し、学生、教職二に十分役立つ図書館にす
るだめの努力がなさ7,ている。図書館を新築した
り、図書館機能発揮のための改築を行い、大学の
シンボルとして、大学の中,Ｕに位置づけていると
ころが多くなった。
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図書館における視聴覚ホールと響き(続）
三その美しい響きの秘密一
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２気(本、液体､固体を媒体として伝播される。
３．音の高低によって音波の長さが違う。
￣股に音の伝達速度は、空気中では1秒間に340
ｍであるが、水中では、その４倍以上になる。と
ころが、天井面や壁面および床面は、固体である
ところから、秒速3,000から4,000ｍにも達してい
る。
さて、音波は水面|こ波紋が広がってゆくように
空気中を伝わってゆく。この音波の大きさは、音
の高さによって波長の長さ(大きさ)が異なる。音
楽室を計画するには、人間の聴取能力と波長の長
さを墓礎にしなければならない（人が感受できる
|氏音の波長は８ｍ)。
●建築音響学は確立していない
西洋の伝統音楽か、音の物理的な''１生質を厳格に
追求するのに対して、日本の音楽は、無我のI|胄念
を求める。日本の音楽にはない「美しい音」とは
どんな音なのか。まだ、どうしたらこの美しい音
が創造できるのか。う回は、具体的|こ考察してみ
よう。
この原稿を書くにあたって、建築音響学に関す
る多くの資料を調べ直し、すぐれた業積を参考に
して納得のいく記＝を書こうと考えて、勉強を重
ねだ。しかし、日本の建築音響学界の総力を挙げ
て取り組んだであろう、ＮＨＫホールや上野の文
化会館のホールか、なぜ美しい響きをもったホー
ルにならなかったのか。その原因はどこ|こあるの
か。
図害館における視聴覚ホールは、50人から'100人
程度の収容できる小ホールである。教育を巳的と
している図＝館である以上、その資料が正しく|胄
報として伝えられなければ、視聴覚ホールの存在
理由が疑われる。
結果論からみれば、建築音響学(技術)はいまだ
確立されていない未踏の分野である。そこで、自
分で手がけた音楽室を紹介して参考|こ供し、音楽
が美しく響くためにはどんな設計と施工をしたら
よいか。
●天井の高さと響き
われわれが日常生活している住居の天井の高さ
は３ｍ以下である。３ｍの波長では、基音を満し
ていない。日本の伝統音楽を鑑賞するのであれば、
３ｍ以上高くしてはならないが。
さて、基音は、300Ｈｚから1,300Ｈｚの音域であ
って、西洋の伝統音楽の基礎音となっている。こ
の300Ｈｚの波長をストレートに聴取するだめ|こは、
天井の高さを４ｍ以上にしなければならない。４
ｍという波長は、人間の聴取能力に適う高さの音
域である。無論、４ｍ以上高くできるのであれば、
それに越したことはないが。
実のところ、音楽室を設計するとき、天井の高
さを４ｍ以上|こした理由は、学問的な計算にもと
づいて決めたのではない。
最も狭い空間で、最も美しく響く音楽空間は、
●音の物理的性質
音はどんな性質をもっているか。
′Ｉ音には弓|力が|軍Iかない。
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して、図示したように組み合わせることは、建築
家の立場からすると、､理解しにくい施工法なのか
も知れない｡しかし、私の試みたいろいろな材料
の組み合わせ実験で得られたデータから判断する
と、経済性と施工の容易さ、なによりも、音楽を
色付しない秀れた特１１１生はさすがであった。
なお、壁面のわずかな曲面化は、□ツワ．ウー
ルの吸湿性質をうまく利用してできた形状であっ
て、特別な施工技術など全く加えていない。通常
のプラスター壁の施工法によって仕上げ、プラス
ター壁の上|こ仕上げ材としてジュラワ（京都方面
で採取される土）を、プラスター壁が40cmごとに
波打っている表面に、できるだけ平|こなるように
施工した。こうして、わずかな壁の曲面形状によ
って定在波を防ぎ、さらに壁の厚さを変えること
によって、振動波を打ち消し、建材導音の発生を
防いだ。
音楽文化は、人類文化史のなかでも我々の先祖
たちが最も旱＜手に入れた文化である。そして、
中世ヨー□シバ学問の母胎となった。我々の視聴
覚ホールは、この文化遣l奉存TEしく認識できる場
所であってほしいと願うのである。
（図書館Ｍ・Ｓ記）
どんな型や、高さ、広さをもっているかを現存す
る建築物のなかで探し求めだ。いつも、ポケット
に５ｍの巻尺をもって歩いだし、「響き-1を肌で学
んだ。例えば、天台宗や禅宗の寺の本堂を測って
みると、高さが４ｍの場合は面積が約50㎡｡100か
ら'150m圏の面積があると､高さは６ｍ～８ｍである。
このような天井の高さと平面債の比率は、永い仏
教の歴史のなかで自然に学んだものであり、（曽|呂
の読経は、ひとびとに人生のなにかを考えさせる
力をもって響く。
天井の高さを４ｍ以下にすると、音の物理的性
質を無視することになり、人間の聴取機能に対す
る)U理的効果が損なわれる。この平面積と高さの
関Ｉ系は、合日では学問的に立証されている。
●共振音をふせぐ
視聴覚ホールを計画する場合、平面積に対する
天井の高さの重要さもさることながら、音波が直
接衝突する壁面や、天井面および床面の構造の内
部処理も大切である。「建材導音｣と呼ばれている
現象は、ホール・トーンとは全く別の'性質であり、
美しい音の大敵である。
バロッワ建築におけるホール・トーンのすばら
しさは、石材を建築材の基本としているだめであ
る。石材の建築物で建材導音がどうして音の美し
さを損わないかについては、別の機会で説明する
として、我々の時代、つまり、限られた予算で施
工しなければならない時代状況|こあっては、安価
で容易|こ手に入る建築材を使用しなければならな
い。
石図は、私の設計した音楽室の壁、天井、床の
内部構造図である。これは、次の四つの目的のた
めに工夫した構造|本である。
①音楽を損わないための無共振化
②防音のための遮音化
⑧居住と音質のための室温維持
④定在波発生の防止
音波に対して全く違う働きをする材料を－|本化
ハリポースナワール …１１M:Ｍ１;蕊i）職石祈ポード2枚蝋幽ｊ鰯ボブ髻些」震｜鱸レー1lil X天井ﾉｩｶｿ"ﾜﾉ厚吉野ﾋﾉｷ単ｵ瓦１１
』
徹
一
訓釧コフンクリー…
必一一一Ｎ外一昨
鋤、 ）ダル太一 3t〃7瓦鉄脇ﾌシクリートz”厚ハツﾎﾟｰｽﾁﾛｰﾉ
，ZZﾜﾌ辱め
枚
､3ｍ瓦モルタル
しよういんＳ号(1982.4）ａ
￣エＬＬｌｌｌＩ－Ｌ
獣
ＬＬＬ｜｜’｜－
わたしの研究生活第３回
専門図薑館をおもに利用
１１
文学部助教授小岩丼弘光
研究の進め方は多様と思うか、(ｲ)問題の設定、
(□)研究の現状の把握、(ﾊ)必要な資料の入手、(二)入
手資料の整理、の手続きを経て、以下、資料を理
解し検討を施し、その資料に墓づいて問題解明の
思考を加え、論旨をまとめて結論に導き､発表(記
述の場合は論文を作成）して、批判を仰ぐ、のも
一法であろう。
その際、如何に良い問題を設定し、論述しても、
その論旨を支えるに足る薑料がなければ、成果の
期待は出来ないだろう。そこで、上記の手続きの
うち、(ﾊ)|こ関して、図書館の利用を中111Ⅱこ、私な
りの資料の入手方法について記し、あわせて(二)の
入手篁料の整理についてもふれてみたい。
主要事項はノートに分類して記す。これが、資料
の基礎をなすことになる。
さて、多少の二本的文献は個人で購入・架蔵出
来ても、必要な文献全てを座右に苣＜ことは不可
能である。私の場合、研究対象とする時代の人々
の文集などに壹料を求めることか多いから、これ
はもう、専門の図書館のお世話にならざるを得な
いことになる。そこで、以下に多少、特殊な図書
館であるが、私の利用した二、三の例を挙げよう。
２．読書環境のよい専門図髻館
幸に東京には中国史一関連して中国哲学・文学、
国史、国文学など－の文献を多く架蔵し、公開さ
れた図書館（多く紹介者を必要とする）が多数あ
る。例えば(ｲ)東洋文庫、(□)内閣文庫、(ﾉﾘ静嘉堂文
庫などがそれである。
（ｲ)の東洋文庫は山手線駒込駅、或は都営三田線
千石駅からの|更かよく、和・漢・洋の蔵書が多い
ので、利用者も多く、特に薑|木みなどは地方から
も研究者が来館し、閲覧室の満員となることも多
い。蝉時雨を聴き、汗を流しての閲読ともなるが、
昼の休憩時に近くの六義園などを散策すると、再
び漢籍と対面する元気が湧いてくる。
（□)の内閣文庫は地下鉄東西綜竹橋駅から地上に
出ると、濠をへだててあり、国、斤代美術館の隣
|こ位置し、国立公文書館と共にある。この文庫は
壽府の紅葉山文庫をうけついで、和・漢の害を架
蔵する。すぐ横を首都高速道路が通っているか、
意外に静かで、利用者も概して少く、閲覧の机、
１．基本資料の入手と整理
中国史の－分野を専攻する私の場合、資料（或
は史料）というのは文献へ主として漢文資料（漢
籍）ということになる。
個人で入手可能な基本的文献（研究書、雑誌を
含む）は主として専門店の目録をチェッワし、出
来れば店頭で実物を見て購入する。不精者の私は、
その際、購入帳に年月日、＝名、冊数、価格、購
入先を記し、現物の頁を繰って落丁の有無を調べ
る程度で、あとは書架に大凡の0寺代別、項目別に
整理しておく|こ過ぎない。購入図＝をカードに記
帳し、分類しておけば、検出に(更利であることは
判っているが、合のところ蔵書数も少く、これで
済ませている。個人所有の漢籍の場合、書き込み
も安ＩＤして出来るから、先ず、読点や側線を加え、
４しよういん３号(1982.4
荷子ともに大型で、まことに'|央適である。
（ﾊ)の静嘉堂文庫は本学と同じ世田谷区内である
が、岡本の山の上にあり、駅は東急二子玉111が近
い。樹々にとり囲まれた別天地で、早春|こは栴花、
秋には紅葉と四季折々に目を楽しませてくれる。
7Eだ、夏には樹々の多さが、やぶ蚊を生じ閑□す
る0寺もあった。そうはいっても、私の求める文献
か－番多く架蔵され、閲覧者も少し)ことから、最
もお世話になった図書館である。
以上、具体的に図書館名を挙げ、環境まで記し
だのは、図髻館利用の際、蔵＝の舅の多さ、質の
高さ、サービスの細さなどか重要であるとともに、
ゆとりのある、静かな、そして疲れを癒す環境も、
成果の多少を左右するものと考えるからで、将来
の本字の図書館|こもその面での充実も期待したい。
いのは、著者名、害:呂等を標記する場所を定め、
筆写のためのマス目を施したカードを利用するこ
とであろうが、私の場合、学生時代からの続きで、
上段に余日のある縦二＋字のマス目の原稿用紙を
使用する。漢籍の場合、－行二十字前後であるか
ら、そのままにマス目を埋めて写してゆけば、写
し落しを防げるからである。叉、万一誤写しても、
先述の如く鉛筆使用だから、訂正は容易である。
なお、筆写の際、資料の出処として、書名、巻数
と何葉の表か裏かを先ず記し、繁体字を曽体字で
ノートする場合はその旨を明らかにしておく。
理解を早めるためにも自筆ノートは有効である
か、筆写時間の余裕のない場合は複写を依頼する
こともある。その際は特に複写部分の項目、要旨
のメモが重要となる。
こうして入手し持ち帰った資料に整理を加えて
後、利用可能となるわけである。３．資料をノートする
ところで、専門図書館を有効に利用する|こはど
うしたらよいだろうか。
先ず、当該図書館にどんな文献があるかを調べ、
閲覧図書を決めておくことである。私の場合、上
記図書館では、それぞれ蔵書目録を刊行しており、
本学では、そのいずれもを開架図書としているの
で、事前にこれを調べ、閲覧図書を決め、冊数や
函架記号をメモしていくことにしている。無駄足
か省け、閲覧希望図害を旱＜手にしうるからであ
る。
灰に、目的の文献を机上|こ置いてからであるが、
貴二本が多いから、取扱いに注意することは勿論
で、資料を発見し、これをノートするには必ず鉛
筆を用いる。そのため私は数本の鉛筆、消ゴム、
小刀を持参する（鉛筆肯Uり器は芯が尖り過ぎ易い
欠点がある)。
ノートの仕方であるが、こうした図書館利用の
場合、再度同一文献を調べなおすことなどは容易
でなく、時冑の□スともなるから、壹料の所在を
明記し、誤りなく写すことが必要である。－番よ
４．本学図書館も利用して貰いたい
私は、上記の様に専門図書館を訪れ、恩恵を被
ってきたのであるが、最近はあまり訪館しなくな
った。生来の怠け者のためでもあるか、別の理由
は、本学EII三館の蔵薑も次第に増加して来たから
で、例えば、近0寺台琶から刊行された四１重全書珍
本の諸雪も架蔵され、加えて□弓|さカードが作成
されて検索も容易となっただめである（私と専攻
を同じくする学生話君で国会図書館などを利用す
る人も多いが、調べてみると、本館架蔵図書の場
合が少くない。充分な利用を期待したい)。
本字所蔵図書の場合、館外員出も可能で、再検
出も容易で利点が多い（そのため筆写ノートには
函架記号を明記する)｡会はもっぱらこれを利用す
るに及んでいる。
以上が、私の主要な資料入手方法である。こう
して入手した鬘料を如何|こ整理し、理解・利用す
るかが、次の問題となるが、それに＝及する余日
はなくなった。
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参考書|こは困りません。図＝館の本は３冊まで借
りられるけど、これに書き込むのはルール違反。
絶対に止めましょう(｢スイマセン。黄と赤の線が
弓|いてあったら僕です」と素已に告白すれば許し
て筐iえる決まりを“ワシントンの桜法貝U”といい
１年|こ２回だけ、僕だちは|±事をします。銀玉
もパイも、ボートミもイルミネーシーンも忘れ、可
愛いいジェーンにも暫しの別れを告lずて、白い答
案用紙に向かいます。この時期、突然輝き出すの
が図薑館。サイト一四段より強い僕だちの味方と
なるんです。
まず、書l車に秘蔵され
ている『○○」なんて本
には、〕固去の出題がしっ
かり載っていて、実に嬉
しくなります。それも毎
年同じ問題を出している
先生に出合ったりすると、
これはもう花火でも打ち
上'ずたい気分ＯＥだし、
これは法学部だけ)。
示す？)｡どうしても薑さ
込みたいなら、コピーを
どうぞ。図薑館のコピー
は１部20円の大奉仕モン。
|更わない手は無いです。
そして、最後は模範答
案のｲ乍成。これには閲覧
室が嬉しい。薑はガンガ
ンの冷房、冬はボンボン
の暖房、てな感じもある
僕たちの仕事は
勉強です
法学部法律学科４年
渡辺イニ
けど、アパート薑しの僕厄らには大助かりな部屋
です。
こんな素敵な僕たちの仕事場|こ大感謝。という
ところで、ターザンの意地でもってより良い仕事
'を。
なんとか出題の予想がついたところで、灰は資
料の収集となります。－番必要なのが講曽毒ノート。
字のきれいなジェーンに|昔りましよう。参考書は
図薑館に山盛り揃っています。カウンターの(蔓し
いオリーブ|こ申し込めば薑1菫|こも入れたりして、
著者力らひとこと
近思録 (中国古典新書）
武徳研究所主任教授
山Ｍ奇道夫明↑悪出版社〔O81-C62-7〕
この近思録は、北宋を代表する哲人､白子・
＝程子・張子の言を、南宋時代の中国古会第
一の哲学者宋子が、友人二東莱と協力成つだ
書で、＋四巻六百二十二怪に分つ。第一巻の
道|本濤で道の本質を、第＝巻為学篇以下で、
学問の本質と自得の工夫、それが、個人に発
して国家社会として形成される道程を組織的
に述べた薑である。
＝わＩま、香り高い人閂の書であり、崇高な
人生社会への道標とも＝える薑である。かつ
此の書は、人閂の覚悟として、内省と存薑が
第一であることを語っている。読者は、随所
にそれを味読されたい。
この新臺は、古代から濤朝までの中国の主
要な古典を、現代人の知恵の宗とし、生活の
糧となるよう|ごとの濤図で編集されたシリー
ズである。さて、宋代に芽生えた新(需学、其
れは、天とは何か、人とは何かにつき、哲学
的な考察を回らしたもので、これを、人性天
理の学、すなわち性理学とも呼ばれる。
この新しい性理学的な考察は、観念論では
ない。元来、中国の哲学は、西欧のそれに比
べ、実学的傾向が震いとされている。実学と
は、人冑日用の事実の上に立つ倫理の学のこ
とである。福沢諭吉は、経済の学を実学とし
たが、それとは異る。
、 グ
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(明23議決)、「衆議院規則」（明23議決）で規定さ
れていることがわかる。|質問「水村山郭酒旗風｣のあとの句を知りたい。
回答『大漢和辞典』（大修館書店)で｢水村山郭」
を弓|＜と、用例のなか|ここの句が出ていた。これ
の出典は杠牧の「江南舂詩」である。杠牧は杠甫
にも対されるような晩唐の高名な詩人であるから
｢唐詩鑑賞辞典』（東京堂）を見れば全句を確認す
ることができる｡r水村山郭酒旗風-,は七言絶句｢江
南舂詩」の第２句にあたる。
質問シレンの『中国彫刻』はないか。
回答質問が書誌的に十分でなかったので、質問
者の参照した資料を見せてもらうが、これ以上の
説明はない。そこで｢大人名事典』（平凡社)をみ
ると、シレンはSirenOsvaldのことであり、スウ
ェーデンの美術史家｡『中国彫刻』についてはChi-
neseSculpture1925としか載ってなかったので、
次に｢ブリタニカ国際大百科事典｣(ティビーエス・
ブリターカ）の別巻に特集されている参考文献の
リストから'`中国美術の頂を弓|いてみると、Chi-
neseSculpture,４ｖｏｌｓ,ErnestBenn,London
l925とあって、出版事項について完全に知ること
かできだ。当館で所蔵しているかどうか探してみ
たか、古い本のため|こ生'|曽ない。更にこの本を所
蔵していそうな図書館の蔵書目録を繰ってみるが、
名著のわりにはどこでも持っていない。仕方なく
国会図書館へ電話をかけると、所蔵しているとの
こと。質問者へはそのように案内する。
質問三読会とはなにか。
回答政治・法律関係の本をみるが中々でてこな
い。そこで見当をつけるために、｢大辞典』(平凡社）
をみると、“三次の読会'，と書いてある。読会から
調べて帝国議会における制度であることは分かっ
たが、余りにも簡単な説明であるので、次に『大
百科辞典』（平凡社)をみると割合こまかく記述さ
れていた。戦前の事柄を知る'こは、やはり戦前の
出版物をみた方がよさそうである｡なお、「法規分
類大全』（原髻房)で三読会について関係条文を確
かめると、ｒ議院法」（明22、法２入「貢族院規則」
>蕊鯰|iii護i:ｉｉｉｉｉｉ１１ｉｉｉｉｉｉｌｉ篝｣鰯雲111$iiii,111鍵ii蕊!i識； 鍾響鷲？懸:ｉｌｉ
小沢富夫末法と末世の思想
雄山闇昭４９〔18102-097〕
三坂圭治周防国府の研究
積文館昭８〔21q35-Mi51〕
小山敬灰郎他改正商法の実務解説
商事法務研究会昭５６〔325-Ｋo97〕
届林次雄改正会社法と実務の対応
経済法令研究会昭５６〔3252－'''1〕
金正浩大東地志
亜細亜文化社１９７６〔2921-Ｋi41〕
橿原考古学研究所大和国条里復原図
吉111弘文館昭５６〔61122-Ｎ51-2〕
坂本太郎上代駅制の研究
至文堂昭３〔6821-Sa32〕
シヤリエ、ジヤン・ポール無意識と精神分析
（せりか叢書）せりか書房昭５３〔145」－Ｃ35〕
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本目録が学生、研究者等の積極的な活用と教育研
究に少しでも役立つことができれば幸いである。
学生希望図書の発注と納品
「受入希望|叉|書申込票」によって出された学生
の希望図書は、まず図書館に所蔵されていないか
どうかの確認から始まります。申込票が参考閲覧
Ｉ系から収髻Ｉ系へ弓|き継がれてきた時には、整理ず
みの本|こついてはすでに所蔵のチェッワか終って
いますから、収雪係では、その本がいま整理中か
まだは未整理のストッワの中にないかを点検しま
す。もし、未整理の状態であれば、｜憂先的に整理
を行なうよう、伝票をそえて本を整理係へ弓|さ継
ぎます。まだ、害店へ発注したものは、納品の弩
|足をします。このように、希望図書については、
できる限り旱＜利用できるよう努力しています。
灰に、所蔵していない本の発注ですが、予算の
枠内で少しでも多く購入しなければなりませんか
ら、十分に重複調査をします。新刊言か、古書と
して注文すべきかの判断も大切です。新刊害の場
合は、キャンパス内|ごある書店にあれば数0寺間後
に利用できますが、ない時|こは３日から２週間ぐ
らいかかります。特に古＝は、在庫の古髻店をさ
がすのに大変時間を要しますから、希望図＝を申
し込まれる際に、どこで知ったかを簡単に＝さ添
えていただけると、それだけ早く利用できると思
います。
さて、発注した本が納品されてきたらどうする
か。沢山の本のうちには、落丁や乱丁またE､刷ミ
ス等いろいろな事故本がありますので、このよう
な雲のないよう注意し、みなさんには完全な形の
本を利用していただくよう、いつもＩＤ掛けていま
増加図書日録ができたのでご活用を
本学図書館もこのたび研究と実践を重ねた結果、
本年２月|ご増加図害目録を刊行するはこびとなっ
た。この目録の編集目的は、－つには図書館及び
学部研究室等に所蔵する資料を広く学生、研究者
等に紹介し、研究効果、教育効果を高めると共に、
二つには図害館以外（研究室などで）で目録を手
にすることによって学生、研究者等の需要目的|こ
適合した有効'|胄報を容易に探索し、提供し得る手
段を講する事にあった。
さて、この増加図書目録は、和書洋書共|こ昭和
54年４月より昭和56年３月まで|こ収集整理した資
料であり、収録タイトル数は13,580件で、上・下
巻篇及び索弓|篇からの３分冊である。検索に必要
な三本データーは電算機に入力し、蓄積したデー
ター・ファイルをもと|こして作成刊行し7Eもので
ある。
本目録は、あらゆる角度から資料へのアブ□－
チを考慮した機能をもち研究者等の知的活動を援
助してくれるものと確信する。
まだ、図書館および研究室等に所蔵する資料の
過去２年閂|こわたる厳密な一覧表であると共に学
生、研究者寺が|胄報を検索するだめの道具でもあ
り、まだ図書館相互協力に欠くことのできない目
録でもある。
しかしながら、本目録に納められたデーター'|'胄
報は所蔵資料の一部分にすぎない。したがって蓄
積したデーターに対する目録も逐次刊行し、将来
は累積総目録をも刊行する予定である｡願わくは、
ｇｏ
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